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　7月号

市
議
会
議
員

　
　
大
西
　
明
子

　
　
山
田
　
泰
之

　
　
坪
田
　
恵
子
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お読みください
日 刊　月 3400 円
日曜版　月 800 円

　
大
西
議
員
の
一
般
質
問
　

① 

保
安
検
査
を
毎
年
実
施
す
る
こ

と
。

② 

岩
国
大
竹
コ
ン
ビ
ナ
ー
と
地
区

内
の
高
圧
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
の

総
点
検
を
各
社
が
実
施
す
る

こ
と
。

③ 

岩
国
・
大
竹
工
場
の
検
査
周
期

の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
。

④
　
劣
化
ウ
ラ
ン
の
保
管
に
つ
い

て
、
地
下
に
移
設
等
の
安
全
対

策
を
早
急
に
実
施
す
る
こ
と
。

⑤ 

周
辺
住
民
に
対
し
て
説
明
会
を

開
催
す
る
こ
と
。

　
　
⑥ 

地
域
経
済
の
影
響
に
つ
い
て
。

　
　
　
高
圧
ガ
ス
施
設
で
の
火
災
や
爆

　
発
漏
え
い
な
ど
の
事
故
が
2
0

　
0
0
年
98
件
が
2
0
1
1
年
　

　
山
田
議
員
の
一
般
質
問

　
の
439
件
と
12
年
間
で
4.4
倍
に
　

増
え
て
い
ま
す
。

　
　「
高
圧
ガ
ス
保
安
法
」
が
1
7
9

6
年
規
制
緩
和
さ
れ
「
特
定
事
業

回
で
も
よ
く
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
爆
発
事
故
が
多
発
す
る
背
景
に

規
制
緩
和
が
あ
る
の
で
す
。

　
　
　
大
西
議
員
は
年
1
回
の
保
安
検

査
を
実
施
す
る
よ
う
国
・
県
に
要
請

す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
　
地
域
経
済
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、

　
プ
ラ
ン
ト
の
再
開
が
長
期
化
し
、

休
業
や
失
業
が
心
配
さ
れ
て
い
る
。

企
業
に
社
会
的
責
任
を
果
た
す
よ
う

求
め
る
と
同
時
に
行
政
も
雇
用
対

策
、
支
援
対
策
等
に
取
り
組
み
、
窓

口
を
設
け
て
対
応
す
る
よ
う
求
め
ま

し
た
。

　
　

　
　
　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
に

　
　
つ
い
て
は
、
応
募
開
始
２
日
目
の

　
　
午
前
中
に
、
３
千
万
円
の
予
算
に

　
　
達
す
る
ほ
ど
の
好
評
で
担
当
者
も

　
　
驚
い
て
い
る
。

　
　
岩
国
市
は
９
月
議
会
で
補
正
予
算

　
　
３
千
万
円
を
計
上
し
た
い
と
し
て

　
　
い
ま
す
。

 Ｍ
Ｖ
・
２
２
オ
ス
プ
レ
イ
の
岩
国

基
地
へ
の
陸
揚
げ
・
一
時
駐
機
に
つ

い
て
、
新
聞
報
道
を
基
に
　「
岩
国

市
の
担
当
者
が
防
衛
省
に
出
向
い
て

前
向
き
に
協
議
」「
1
ヶ
月
前
か
ら

協
議
し
て
い
た
」
と
報
道
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
つ
い
て
事
実
確
認
を
行

い
、
こ
れ
が
事
実
と
し
た
ら
問
題
だ

と
強
く
迫
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
防
衛
省
は
オ
ス
プ
レ
イ
は

し
き
り
に
「
安
全
性
が
確
認
さ
れ
て

い
る
航
空
機
で
あ
る
」
と
強
調
し
て

い
る
。

09
年
6
月
23
日
の
米
下
院
監
視
・

政
府
改
革
委
員
会
で
、
ア
ー
サ
ー
・

レ
ッ
ク
ス
・
リ
ボ
ロ
氏
は
「
Ｍ
Ｖ
・
2

2 

は
オ
ー
ト
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
能

力
を
欠
い
て
い
る
」「
こ
の
こ
と
は

製
造
機
メ
ー
カ
ー
も
海
兵
隊
も
承
知

し
て
い
る
」
と
証
言
、
ま
た
、
連
邦

航
空
局(

Ｆ
Ａ
Ａ)

は
、「
民
生
用
輸

送
機
な
ら
安
全
航
行
要
件
を
満
た
し

て
い
な
い
。
軍
用
機
に
は
適
用
さ
れ

な
い
」
こ
の
こ
と
を
紹
介
し
、
オ
ス

プ
レ
イ
の
陸
揚
げ
・
試
験
飛
行
に
反

対
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

答
弁
は
「
市
民
の
安
全
の
確
保

の
観
点
か
ら
適
切
に
対
応
」
と

は
っ
き
り
反
対
と
言
明
し
ま
せ
ん

で
し
た
。

そ
の
後
、
市
長
は
ア
メ
リ
カ
で

オ
ス
プ
レ
イ
の
墜
落
事
故
が
あ
り

「
岩
国
基
地
」
へ
の
陸
揚
げ
に
反
対

を
表
明
い
た
し
ま
し
た
。

今
年
の
中
学
１
年
生
か
ら
実
施

さ
れ
る
社
会
科
の
教
科
書
・
育
鵬

社
の
「
新
し
い
日
本
の
歴
史
」
の
記

述
に
つ
い
て
、
例
え
ば
、
本
文
で

は
、「
４
月
に
な
る
と
米
軍
は
沖
縄

本
島
に
上
陸
、」
と
記
載
し
、
コ
ラ

ム
で
は
「
３
月
、
ア
メ
リ
カ
の
機
動

部
隊
が
沖
縄
に
侵
攻
」
こ
の
よ
う

に
同
じ
教
科
書
で
沖
縄
に
か
ん
す

る
記
述
が
「
４
月
、
３
月
」
と
異
な

る
の
は
教
科
書
と
し
て
混
乱
・
誤

解
を
招
く
に
こ
と
つ
い
て
、
教
育

長
は
「
教
科
書
の
記
述
は
文
部
科

学
省
の
検
定
に
合
格
し
て
い
る
」

者
」
は
年
1
回
の
都
道
県
に
よ
る

「
保
安
検
査
」
に
　
　
　
代
わ
っ
て

事
業
者
ご
と
に
「
自
主
検
査
」
が

で
き
、「
検
査
周
期
延
長
」
も
認
め

ら
れ
、
2
年
に
1
回
、
4
年
に
1
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•
•

•

六
月
議
会
に
議
員
提
出
6
議
案
が
提
出
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
起
立
に
よ
る
採

決
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

●
　「
基
地
対
策
予
算
の
増
強
等
を
求
め
る
意
見
書
」「
地
方
財
政
の

充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書
」「
駐
留
軍
関
係
離
職
者
等
臨
時
措
置
法
の

期
限
延
長
に
関
す
る
意
見
書
」こ
の
3
議
案
は
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し

た
。

●
　
今
、
民
生
活
に
大
き
な
関
心
を
寄
せ
て
い
る
「
岩
国
基
地
へ
の
新
型

輸
送
機
Ｍ
Ｖ
・
22
オ
ス
プ
レ
イ
の
陸
揚
げ
・
一
時
駐
機
に
反
対
す

る
意
見
書
」
に
は
、
前
野
、
細
見
、
石
本
議
員
が
退
席
し
ま
し
た
。

　
田
村
、
大
西
、
桑
原
議
員
が
賛
成
討
論
を
行
い
、
議
場
に
出
席
議
員
全
員

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

●
　「
環
太
平
洋
戦
略
的
経
済
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
へ
の
拙
速
な

交
渉
参
加
表
明
に
反
対
す
る
意
見
書
」
に
つ
い
て
は
、
坪
田
（
日
本
共

産
党
）、
渡
辺
（
市
民
ク
ラ
ブ
）
の
賛
成
討
論
、
味
村
議
員
の
反
対
討
論
で

起
立
に
よ
り
採
決
、
19
対
12
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　
反
対
し
た
議
員
は
、
越
沢
、
河
井
、
河
本
、
桑
田
（
公
明
党
）、
桑
原
、

武
田
、
味
村
、
林
、
藤
重
（
岩
国
ク
ラ
ブ
）、
縄
田
、
前
野
、
渡
辺
（
岩
国

市
政
ク
ラ
ブ
）、

●
　「
消
費
税
大
増
税
に
反
対
す
る
意
見
書
」
は
、
山
田
議
員
（
日
本

共
産
党
）
が
賛
成
討
論
を
行
い
、
大
西
、
山
田
、
坪
田
（
日
本
共
産
党
）
田

村
（
リ
ベ
ラ
ル
岩
国
）
の
賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
石
本
議
員
は
退
席
、
反
対
討
論
は
渡
（
市
民
ク
ラ
ブ
）
河
　
井
（
公

明
党
）
が
行
い
ま
し
た
。

　
坪
田
議
員
の
一
般
質
問

 

 

児
童
教
室
は
、
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
生
活
の
場
。
健
康
や
安
全
の

管
理
、
養
護
も
含
め
た
基
本
的
な
生

活
が
保
障
さ
れ
、
成
長
段
階
に
見

合
っ
た
適
切
な
働
き
か
け
や
指
導
、

援
助
が
必
要
な
施
設
で
す
。

 

中
で
も
、
藤
河
と
御
庄
の
児
童
教

室
は
早
急
に
整
備
し
て
く
だ
さ
い
。

中
学
校
の
空
き
教
室
を
利
用
し
て
い

る
藤
河
は
老
朽
校
舎
で
、「
地
震
に

耐
え
ら
れ
る
か
心
配
」
と
い
う
声
が

出
て
い
ま
す
。

 

ま
た
、
御
庄
は
児
童
数
の
増
加
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
の

一
角
を
仕
切
り
利
用
し
て
い
ま
す

が
、
足
の
踏
み
場
が
な
い
ほ
ど
狭
い

中
に
詰
め
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
市
長

め
、
児
童
数
の
推
移
や
保
育
の
ニ
ー

ズ
、
施
設
の
実
態
、
学
校
や
公
的
な

施
設
の
活
用
等
も
総
合
的
に
検
討
し

た
う
え
で
、
施
設
整
備
計
画
も
含

め
、
関
係
機
関
と
連
携
整
備
を
図
る

と
答
弁
し
ま
し
た
。

　　

　
　

 
日
本
で
は
、
遺
伝
子
組
換
え
食
品

に
は
表
示
義
務
が
あ
り
ま
す
が
、
米

国
は
そ
の
表
示
を
行
わ
な
い
よ
う
要

求
し
て
い
ま
す
。

　
消
費
者
は
、
食
の
安
全
が
脅
か
さ

れ
え
ま
す
。
一
般
市
民
に
と
っ
て
は

何
ひ
と
つ
メ
リ
ッ
ト
が
な
い
Ｔ
Ｐ
Ｐ

に
議
会
も
反
対
の
声
を
揚
げ
る
時
、

市
長
の
見
解
を
質
し
ま
し
た
。

　
日
本
は
国
際
社
会
の
中
で
、
一
番

厳
し
い
基
準
の
中
で
や
っ
て
い
る
。

国
に
、
そ
の
基
準
を
守
る
よ
う
お
願

い
す
る
と
答
弁
し
ま
し
た
。

と
強
弁
。

ま
た
、
教
師
用
指
導
書
で
は
「
20

世
紀
を
代
表
す
る
著
名
な
歴
史
家

が
、
ど
の
よ
う
な
見
方
を
し
て
い
る

か
を
確
認
さ
せ
、
歴
史
を
考
え
る
契

　
由
宇
駅
か
ら
広
島
行
き
の
直
通
便

が
、
朝
・
夕
以
外
全
く
な
く
な
り
ま

し
た
。
ま
た
岩
国
か
ら
下
り
列
車
の

乗
り
換
え
の
待
ち
時
間
も
長
く
な

り
、
苦
情
が
出
て
い
ま
す
。
元
に
戻

す
よ
う
Ｊ
Ｒ
に
要
望
を
。

　
鉄
道
利
用
者
の
利
便
性
向
上
に
つ

な
が
る
ダ
イ
ヤ
の
見
直
し
を
強
く
要

望
す
る
と
答
弁
。

機
に
す
る
」
と
書
か
れ
て
い
る
が
著

名
な
歴
史
家
と
は
ど
の
よ
う
な
人
か

と
質
し
て
も
答
弁
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。

は
、
現
場
を
見
て
、
早
急
に
整
備
す

る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
良
好
な
生
活
環
境
を
整
え
、
安
心

安
全
な
居
場
所
づ
く
り
を
進
め
る
た


